
３月１日（月）第２７回卒業証書授与式が挙行され、園芸科学科３６名、環境緑地科３７名、

食品流通科３７名、計１１０名が学び舎を巣立ちます。今年度は、在校生を教室でのオン

ライン参加とし、会場に入る来賓や保護者、職員の人数を制限し健康チェックやマスク着

用、手指消毒、換気を行うなど、できる限りの新型コロナウイルス感染拡大防止対策を行

いながらの開催となります。式では、生徒会長の北川諒さんが卒業生への感謝やこれか

らの活躍を願う気持ちを込めた送辞を、環境緑地科の田中雅登さんが今までの感謝の想

いやこれからへの希望が詰まった答辞を述べる予定です。卒業生、保護者の皆様、誠に

おめでとうございます。卒業生の皆さんが、高志館で学んだことを活かし大きく羽ばたいて

くれることを期待しています。

卒業おめでとう！高志館最高！
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ありがとうございます！
今年度も進路実現１００％達成しました！

新型コロナウイルス感染拡大の影響により、求人数の減少、就職試験の時期変更

など、例年と異なることの多い今年度の進路指導でしたが、卒業する３年生全員が、

進路を決めることができました。今年度は指導態勢と内容の一層の充実を図り、進

学は佐賀大学農学部２名、就職は公務員（佐賀県庁）に２名が合格するなど、素晴ら

しい結果が実りました。先輩たちに続けるよう、１・２年生を対象に３年生から体験談

を聞く場を設ける等、情報や知識収集のための指導を既に始めています。全員の進

路実現を目指し、しっかりサポートしていきたいと思います。

祝！！ＪＧＡＰ認証継続！
本校の青果物（トマト、メロン）のJGAP認証継続が認められました。JGAP認証は安

心・安全であると証明された食材のみが認定されるものです。本校では昨年度、県内の

農業系高校として初めてJGAP認証を取得しました。これからも取り組みを続け、安心・

安全な生産物を作っていきたいと思います。



３月

１日（月）：第２７回卒業証書授与式

２日（火）：スクールカウンセラー来校日

３日（水）～４日（木）：一般選抜学力検査

１１日（木）：一般選抜試験合格発表

１２日（金）：合格者登校日

１６日（火）：進路ガイダンス

１８日（木）：スクールカウンセラー来校日

２３日（火）：教科書販売、大掃除

２４日（水）：修了式、退任式

２５日（木）～４月５日（月）：春季休業

４月
６日（火）：始業式、新任式
８日（木）：入学式

２月２日（火）に、各学科の３年生代表者による課題研究発表を行いました。今年度

は、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から各学科に分かれて、２・３年生のみ

の参加で行いました。３年生はこれまで研究した内容を、工夫を凝らしたスライドを使

いながら一生懸命発表していました。これらの研究を、２年生がさらに発展深化させ、

来年度の発表につなげてくれることと思います。来年度の佐賀県大会は、本校が中

心となって運営する九州大会として開催予定です。すばらしい発表になるよう、今後

益々の取り組みを期待します。

次号の高志館だよりは来年度４月末発行の予定です。また、今後の行事等は新型コ
ロナウイルスの流行状況等により変更になる場合があります。
３月の卒業式や最新の情報は、本校ホームページをご覧ください。

今後の予定

課題研究発表会

【各学科の発表内容】

園芸科学科 ： 大和町特産柿を使ったカキ塩ポン酢開発 など

環境緑地科 ： 嘉瀬川石井樋周辺利活用への提言 など

食品流通科 ： 松梅中からもらった青梅でお菓子作り など

新型コロナウイルス感染拡大防止への
ご理解ご協力ありがとうございます。

本年度は、世界的な新型コロナウイルス感染拡大の影響を大きく受けた１年でし

た。本校では、これまでのマスクの着用、手指消毒、健康観察の実施に加え、年明

けからサーキュレーターと二酸化炭素モニターを各教室に設置することで換気の徹

底にも力を入れております。学校行事の中止や規模縮小、参観人数の制限など、

保護者の皆様にはご不便をおかけすることも多いと思います。ご理解ご協力、いつ

もありがとうございます。引き続き、試行錯誤しながら感染拡大防止と教育活動の

両立を目指して取り組んで参りたいと思います。

韓国とのオンライン交流会

２月１日、韓国全羅南道湖南園芸高校の生徒と本校の代表生徒の

オンライン交流会を行いました。充実した交流にするため生徒達は熱

心に事前準備を行い、学校行事や将来のこと、今好きなことなどにつ

いて語り合いました。交流後は「いろいろな情報を交換できて楽しかった。翻

訳ソフトもあって、言葉の壁はあまり感じなかった。」と笑顔を見せていました。


